
複数申請 状況 当す も 選択し く さい ※ 区分 団体 つい 申請企画数 除く

複数 企画 採択さ 場合 実施体制 当す も 選択し く さい

区分 区分共通

No.１ 実演芸術 メ 芸術

和6年度舞台芸術等総合支援事業 学校巡回公演 出演希望調書 実演芸術 メ 芸術 共通

分野 種目 当す 分野 種目 選択し く さい

分野 伝統芸能 種目 歌舞伎・能楽

申請区分 申請す 区分 選択し く さい

申請区分 A区分

複数申請 無 無 申請総企画数

※複数申請 無 無 選択さ 場合 未記入 構いませ グ さ ます

複数 企画 採択さ
場合 実施体制

芸術文化団体 概要

ふ うえ い ほう う わ う い 団体 ブサ URL

電 番号 03－3466－3041

制作団体名 公益財団法人 梅若研能会 http://www.umewakakennohkai.com/

表者職 氏名 理事長 梅若万紀夫

制作団体所在地

151-0066 最寄 駅 ス停 代々木上原

東京都渋谷区西原1－4－2

ふ うえ い ほう う わ う い 団体 ブサ URL

公演団体名 公益財団法人 梅若研能会 制作団体 同

表者職 氏名 理事長 梅若万紀夫 梅若万三郎

公演団体所在地

制作団体 同 最寄 駅 ス停 制作団体 同

制作団体 同

制作団体 設立年 昭和49年10月11日財団法人 平成24年4月1日公益財団法人 認定

制作団体組織

役職員 団体構成員及び加入条件等

理事長 梅若万紀夫 梅若万三郎
理事11名 監事2名 評議員10名
事務局員4名

事務体制
事務 制作 専任担当者 無

他 業務 兼任 担当
者 置く

本事業担当者名 梅若志長

経理処理等
監査担当 無

有 経理担当者名 塚本忠男

本申請 連絡先
メ ス

staff@umewakakennnohkai.com
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ID:

PW:

制作団体沿革

梅若研能会 前身 あ 梅若万三郎家 歴史 長く そ６ 年 遡 発祥 い 諸説あ
左大臣橘諸兄 祖 初世梅若万三郎 五十三世実 長男 弟 六郎 本家 譲 現在

万三郎家 起 昭和3年1月研能会 設立 以降昭和19年戦争激化 休会 ま 研能会
演能回数 155回 数え 昭和21年染井松平家能舞台 再開 以後今日ま 毎月公演 継続

い 昭和49年10月 財団法人 改組 平成24年4月内閣府 公益財団法人 認定 受
●  海外公演 ベ ー フ ンス イ ア イ ス ロシア等 多く 国々 催行

     令和元年 久 ぶ イ スイス 公演 実現 チュ－ バ－ゼ スイス ベ

     ン  ケ ン イ 4公演 い 好評 博
●  現理事長 梅若万紀夫 三世万三郎

学校等 け
公演実績

●  平成 8年 文化芸術 子供育成総合事業 制作及び出演団体 参画 い
       
●  平成21年 令和元年ま 幼児・小学生 対象 事前講座付 親 子 能楽教室
      開催 令和元年 演目 鞍馬天狗 花見場面 稚児役 8名 小学生 当
      共演
      令和 ・3年度 コロ 禍 自粛措置 公演 中止
     注 事業 一般財団法人伝統芸術振興会 承継 通算 回

●  青山学院初等部 年 ワー ショ プ 能公演 開催 前回 平成 年 月
        能 土蜘蛛 狂言 盆山 国立能楽堂 催行

特別支援学校等
け 公演実績

● 平成22年 埼玉県立本庄特別支援学校
● 平成23年 京都市立鳴滝総合支援学校
● 令和元年６月 青森県立八戸第一養護学校 (令和元年6月26日 水 実施)

＊ 青森県立八戸第一養護学校 小中高 一貫校 重度 障害 生徒 い 車椅子 生徒 多い学校
車椅子 生徒 舞台体験 い校長先生 意向 踏まえ 源頼光役 車椅子 胡蝶役 歩行 杖 使う生徒
選び実技指導 そ 結果 両名 不安 抱え 立派 舞台 勤 上 喜び 充実感 持 う

あ
本公演 重度障害 生徒 含 全校生徒 参加鑑賞
先生 マン ーマン 生徒 付 添う光景 頭 下 思い あ

参考資料 無

申請す 演目 W 公開資料 無

※公開資料 場合URL http://youtu.be/-/Fat7FqGsRg

※閲覧 権限 必要 場合 I び
スワ
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100 分

権利者名

出演者： 20 名 積載量： 1.2 t

タ フ 2 名  車   長： 4.6 m

合  計： 22 名     数： 1

内休憩

企画名

小学生 低学 ○

小学生 中学 ○

小学生 高学 ○

中学生 ○

A区分 C区分共通

No ２ 実演芸術

公演 ワ ク ョ プ 内容 公演団体名 公益財団法人 梅若研能会

たい 学ぶ 能

対象

演目概要

●狂言 柿山伏 主人公 山伏 柿 盗 う 柿 持ち主 柿主 見 猿や鳶 び 真似 させ 自分 罪 覆
い隠そう 姿 描いた作品
●能 土蜘蛛 夜更 病 伏せ 源頼光 前 現 た不気味 僧 自 土蜘蛛 あ 名乗 千筋 糸 投
   頼光 反撃 あい逃 ゆく そ 知 せ 聞いた頼光 家臣 独武者 土蜘蛛 住 いう葛城山へ退治 向 う

本公演演目

原作 作曲
脚本

演出 振付

狂言 柿山伏 作者不詳
能 土蜘蛛 作者不詳

プロ 構成
．挨拶 狂言演目説明 5分
．狂言 柿山伏 上演 15分
．狂言ワー ョップ (10分
．能 演目説明 通 稽古 10分
．太鼓体験 10分
．全校生徒謡( た 手拍子 稽古 5分
休憩10分
．能 土蜘蛛 上演 25分
．質疑応答 10分

公演時間

著作権 上演権利等

許諾状況

各種上演権 使用権等 許諾手続 要
否

該当 該当コンテン 名

該当事項 あ
場合

許諾確認状況 使用(上演)許諾取付済

演目選択理由

● 生徒 参加 共演 体験 通 能楽へ 興味 関心 持 演目選択 基準 い
● 狂言 柿山伏 小学6年生 国語 教科書・光村図書出版 わた 授業 年 取 上 代表的 演目 あ 内容 分 易く

狂言 特徴的 要素 物 観
● 能 土蜘蛛 ー ー 判 や く 場面展開 華や 始 能 観 生徒たち 適 た演目
● 胡蝶 頼光 二役 生徒 共演 うた セ フ 短く 覚えや く た 後見役 付 サポー 等々

共演 態勢 整え易い

児童 生 共演
参加又 体験 形態

● 胡蝶 頼光 役 生徒 名 装束 付 能楽師 共演・体験
● 太鼓 打 う 代表生徒 名 2名 太鼓方 能楽師 指導
   全校生徒 指導 合わせ バチ捌 所作
● 公演 直前稽古 詞章 囃子 あわせ 能楽師 謡い 全校生徒

公演時 テ 主人公 生徒全員 合唱 (全校生徒
● 型コロ ウイ 感染状況 声 出せ い状況 体験可能 動 真似 う内容 変更

出演者

● テ方 梅若万三郎 中村裕 青木一郎 遠田修 伊藤嘉章 加藤眞悟 八田達弥 梅若紀長 長谷川晴彦
              梅若泰志 古室知也 梅若久紀 青木健一 中村政裕 梅若紀佳 梅若志長 萩原郁也 梅若千音世 加野鉄音 梅若雅一
             以上20名 公演期間似合わせ11名 選定

●ワキ方 2名●狂言方 4名●囃子方 4名 共 社 能楽協会会員 選定
            (例 ●ワキ方 野口能弘 野口琢弘 梅村昌功 村瀬堤 村瀬慧
                  ●狂言方 奧津健太郎 野口隆行 山本則重 山本則孝
                  ●囃子方 槻宅聡 栗林祐輔 飯富孔明 住駒充彦 大倉慶之助 柿原光博 徳田宗久 梶谷英樹
                  ※下線 重要無形文化財総合指定保持者

本公演
事予定者数
公演あ

※ドライバ 等
訪問す 業者人数含

運搬

退出到着 仕込 上演 撤去
本公演

会場設営 所要時間
タイ ケ ュ ル

目安

前日仕込 無 前日仕込 所要時間 時間程度



16時10時50分 11時～11時30分 13時30分～15時10分 10分 15時30分～16時00分

※本公演時間 目安 午後 概 時限分程度 す

本公演
実施 能日数目安

※実施 能時期 つい 採択決
定後 確認し す 大幅 変更 認

せ

月 月 月 月 月

5日 5日

本公演
会場設営 所要時間
タイ ケ ュ ル

目安

10日
月 月 月

計 日
10日 10日

公演 係 ビ ュア
ルイ

舞 規模や演出
わ 写真

通常 体育館 テー バッ 舞台 設置 上 画像
舞台設置 必要 面積 横幅17 ー ・奥行8.5 ー
体育館 幅 広くバッ ヤー 目隠 出来 い場合 体育館 コー ー 利用 設置 た ー あ 下

画像

10日
※ 日 実施 能日数目安 記載く い

児童 生
参加 能人数

本公演
共演人数目安 8人
鑑賞人数目安 10人～600人

※採択決定後 図面
等 提出 願い



児童 生徒
参加可能人数

ワ クショップ 参加人数目安 8人 600人

A区分 C区分共通

No.３ 実演芸術

公演団体名 公益財団法人　梅若研能会

ワ クショップ
実施形態及び内容

体育館 ー 使用 生徒 間近 装束や能面 見 環境 作
能舞台 空間 体育 用い コーン 学校 あ 備品 用い 表現

1．挨拶・演者紹介 2分
2．仕舞 実演 3分 ･･･能 一部分 紋服 演技 事 謡 声 力強さ ハコビ 能独特
      動 体感 う
3．能 い 説明 5分 ・・・本日 ワーク ョップ並び 能公演 何 体験 貰う 簡単 説明

  基本的 能 い 話
4．装束 着付 解説 20分 ･･･男性 女性 役 演 出来 能 特性 理解 う
      学校 先生 装束 着 付 見 中 能 衣装や能面 い 解説 行い
      伝統的 工芸品 い 説明 物 受 継 大切さ 伝え ゆ
5．出演候補者 選考 20分 ・・・生徒 8名程度 代表者 選 頂 そ 代表者 面 掛
      ハコビ 謡 稽古 行い プロ 共演 候補4名 胡蝶・頼光 選出
      他 生徒 そ 様 見 能舞台 立 上 必要 要素 知 う

休憩10分

6．演技 稽古 代表4名 ハコビ・謡体験 全校生徒 25分 ･･･代表 選 4名
      実際 演 稽古 付 更 本番参加 2名 選ぶ
   選 漏 4名 本番 後見 幕上 舞台 作 裏方や 太鼓 体験 代表者 参加
      同 時間 参加生徒全員 ハコビ 摺足 指導 体験 う 能 動
      日本古来身体法 あ いう 知 う
7，代表者実演 10分 稽古 代表者 前 実演 そ 成果 当日 配役 決
8．終わ 挨拶 当日出演者 説明 5分 ・・・当日出演者 公演当日 事前稽古 行う
      そ 対 案内 行う

合計100分

ワ クショップ
らい

● ワーク ョップ 最初 先生 装束 着付 生徒 見慣 い 先生 能 女性 変身
    出来 いう驚 与え い そ 能装束 能面 着 先生 動 見 能舞台上
    行わ 特別 動 関心 貰い い 考え
●次 本公演 能楽師 共演 生徒 代表者 選出 オー ィ ョン う 形 取
    能 関心 持 参加 意欲的 子供 自分 表現 機会 設
    ワーク ョップ 後自分 稽古 取 組 い い 選出 担当教員
    相談 行う う
●他 生徒 オー ィ ョン 様子 目 誰 選 代表者 取 組
    姿 興味 持 代表者 う 本公演 勤 関心 持 公演 鑑賞 う
    本公演 舞台 立 一部 生徒 う 共感 公演
    ワーク ョップ 位置付 い

そ 他ワ クショップに
関する特記事項等

間近 見 貰え う 場合 子供 取 囲 見 う 形
ハコビ 稽古 大人数 対象 表現 場合 ー 上 使用 事 あ



本事業 対
組 姿勢 び

効果的 滑 実施
た 工

,本事業 対 組 姿勢
●  こ 事業 通 始 能 見 生徒たち 参加 体験 こ

能へ関心 理解 深 結果 将来 能楽愛好 客層醸成 繋 こ
目指 い

 学校 演目 あ 合唱部分 詞章及び役 種類 役割等 キ
配布

 ワ クショッ キ 基 い 解説 容 理解 図
詞章 意味 理解 た上 一部 全員 合唱
能面 付 歩行 摺 足 ハコビ 等 基礎的 体験

 ワ クショッ 及び本公演 生徒たち 参加 共演 主体 た構成
い 土蜘蛛 頼光 胡蝶 役 勤 い

能装束 付 能楽師 舞台 上 こ 感動 覚え う
た 舞台 上 い子供たち 伝統 重 やそ ち た

姿勢 感 え う 司会 体験 指導者 鑑賞 体験 姿勢 重
説明 う

注 合唱 コロ 状況 変更 あ

● 公演後 送 感想文 機会 あ ば観 たい
    社会科 教科書 見たこ 今日 能 見 迫力 圧倒さ た
    日本 伝統文化 知 機会 良い経験 た 等 感想文 寄せ
     い

鼓 稽古  能面 付 足歩行 稽古

,事業 効果的 滑 実施 た 工
●  公演直前 最終稽古 ワ クショッ 稽古 た 確実 本公
     演 発揮 う再度所作及び 確認 行い た 詞章 一部
     全員 乗 謡うた 鼓方 能楽師 表生徒２人 対
    鼓 稽古 い

註 コロ 感染状況 謡 手拍子 変更 こ あ

● ワ クショッ 前後 学校 コ ュ ケ ション 密
 クシ ン 防止 努 い

本会 成 ～ 間 8 ～ 和元 ～ 本 実施中 本事業
参加 本会 能楽師たち ワ クショッ 及び本公演 通
い 能 興味 関心 持たせ 工 重 た
そ 能楽師 生徒 共演 成 8 実施 い

    頼光 胡蝶役 勤 た生徒 装束 重 暑い 動 大変 貴重 体験
    一生 自慢 幸せ者 い た体験 声 届 た

本会 こ う 機会 持 たこ 演者冥利 尽 想い あ
将来 能楽愛好 客層醸成 役立 止 こ 事業活動
長 たい 思う所

A区分 C区分共通

No.４ 実演芸術 芸術 共通

本事業へ 申請理由 公演団体名 公益財団法人 梅若研能会




